
 

 

 

熊谷 枝折 （くまがい しおり） 

 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の経験から、我々は沢山のことを学びました。 

そのひとつとして、自然エネルギーの大切さが見直されています。 
 

我が社も、特にエネルギー分野において、数々の活動を行いました。 
 

太太陽陽、、風風力力エエネネルルギギーーやや、、逐逐電電技技術術のの向向上上はは自自然然災災害害時時ににおおいいてて有有効効でですす。。  
 

それらのエネルギーを活用したパワー、持久力のある経済的なバッテリーの開発も進んで

います。 
 

秋田県で二日間にわたって行われるワールド・エコノ・ムーブ（World Econo Move）と

いう大会は、1995 年 5 月 6 日に第一回が開催されましたが、17 年たった現在、当初の

63.8KM から９０.５KM にまで記録を伸ばしてきています。 
 

山形県庄内市で行われるのはソーラーカートの競技会は、２６０Wh の電源を利用してス

ピードを競う大会ですが、毎年プロテクティブ・ギアの性能の向上に驚かされます。  

新しい技術を活かした部品の開発がレースの結果に結びついています。 
 

それらが総合的に指し示しているのは、温暖化防止と経済の成長を共存させるためにも、

節電技術の開発は大変重要であるということです。 
 

各競技参加者や大会主催者は、このようなエコ電気自動車の将来性や有効性について世間

に理解を深めて頂くことを目的として協力し合っています。 
 

これからもエコノムーブ大会に参加する事で、電気自動車の分野での 節電技術の向上に挑

戦できます。 
 

この春エコランレースをタイで開催することになりました。 

これはワールドエコグランプリの大会としては東南アジアのみならず、海外初の試みです。 

現在のタイの技術レベルは日本の第 2 回大会当時程度ですが、420 を超えるチームが参

加を予定しています。  

我々の 10 年にわたる電気自動車技術開発の経験が、彼らの技術向上の手助けになれるこ

とを願っています。 

 

 



 


